
江の川水系 灰塚ダムの効果（平成２８年９月 秋雨前線）

※数値は速報値であり、今後変わることがあります。

９月１８日１２時２０分には最大２６２m3/sの水が流れ込み、そのうち約7３％の１９０m3/sをダムに貯留した

洪水調節の結果、ダム下流において水位を低減させ、馬洗川の南畑敷観測所においては、約36cmの水位を低下した！！

平成２８年 ９月１７日（土）～１８日(日) 秋雨前線による出水時の灰塚ダム効果について(速報）
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灰塚ダムの効果 馬洗川 ５ｋ 南畑敷観測所
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灰塚ダムへの貯留により、南畑敷で約36cm水位を低下させた
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はん濫注意水位 4.40m
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平常時（貯水位231.20m)
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洪水時（最高貯水位234.76m)
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